
(5月

毎
朝
九
時
に
な
る
と
福
祉
会
様
白
前
援
が
ら
、
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
と
い
う
音
が
濁
ζ
え
て
き
ま
す
。
宵
番
号

を
つ
け
、
木
製
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
球
主
打
色
、
駆
け
足
で
一
語
を
過
苔
奈
は
窃
象
的
で
す
。
ま
た
、
福
祉
会
話
の

一
一
一
階
者
ほ
、
お
ふ
ろ

C
人
っ
た
幻
、
款
を
歌
っ
た
h
u
、
お
時
寄
り
が
長
し
そ
ず
つ
に
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

ζ
白

尋
つ
応
、
穣
社
合
館
の
お
年
寄
り
を
鼠
て
い
ま
す
と
、
生
裂
か
い
で
あ
る
「
仲
間
づ
〈
D
D湯
」
を
上
李
に
利

用
じ
て
い
壱
r
や
つ
で
す
。
平
家
巾
で
は
、
苦
り
に
、
老
ム
端
技
む
知
器
開
を
周
一
る
た
め
、
東
部
福
建
諸
白
山
帯
荘

を
建
設
し
、
五
月
十
五
日
か
ら
オ
719
プ
yし
ま
す
。
一
方
、
掲
載
目
指
祉
活
動
を
援
助

-Kホ
ー
っ
と
ス
タ
ー
ト
し

た
託
金
聾
基
金
も
二
一
年
自
に

λ
台
、
い
よ
い
よ
基
金
の
重
に
よ
る
覇
者
能
と
な
り
詐
え
そ
ζ
古

今
月
は
、

ζ
自
話
題
霊
追
っ
て
ム
手
干
九

-
利
用
者
市
内
在
住
の
六
十
語
以
上

の
万
と
同
伴
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
e

・
臣
用
軒
無
判
明

'
開
館
日
毎
週
百
円
曜
臼
3
金
曜
日

〈
午
前
九
時
三
十
分
j
午
控
四
時
〉
、

土
曜
日
は
午
前
中
。

・
利
用
申
し
込
み
利
用
さ
れ
る
方
は

あ
ら
か
じ
め
会
館
に
申
L
込
み
く
だ
さ

い
。
国
障
で
利
用
す
る
場
合
は
前
月
C

十
五
百
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。
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の

で

ピ
タ
リ
ノ

子
人
口
予
想
ク
イ
ズ
一
六
七
通

相
刷
用
制
五
十
周
年
を
記
念
し

τ行
っ
た
は
択
の
と
お
り
e

〈
敬
輯
酪
〉

色

M
W

人
口
予
想
ク
イ
ズ
u
で
、
一
一
一
人
の
方
守
的
中
賞
大
鷲
綾
子
(
出
縄
〉
、
資

摘
が
ピ
夕
日
的
中
し
た
a

藤
曙
時
(
東
中
原
二
丁
目
)
、
佐
藤
な

J

ζ

の
ク
イ
ズ
は
、
平
壇
市
自
問
問
月
一
ほ
代
(
田
村
)

一
九
日
現
在
の
住
震
基
本
台
議
に
蛍
離
さ
れ
マ
入
賞
南
棟
記
久
子
(
富
士
百
島
町
)
、

動
た
人
口
を
当

τる
も
の
で
、
千
音
大
十
松
本
一
陣
(
泊
村
〉
、
新
川
護
次
郎

大
七
通
の
応
募
が
あ
っ
た
。
〈
鑓
城
ケ
丘
)
、
小
川
哲
史
(
長
持
)
、

ι小
三
月
、
四
月
は
、
年
間
で
も
最
も
異
神
部
茂
(
平
案
翠
て
鈴
木
吉
正
在

寸
出
動
白
多
い
時
期
で
あ
り
、
人
口
予
想
が
(
大
神
)
、
守
泉
義
雄
(
北
金
毘
)
、

日
間
む
ず
か
し
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
す
、
措
俣
説
造
(
上
吉
沢
)
、
亀
弄
千
代
子

、
市
四
月
一
呂
町
人
口
二
十
一
万
九
平
六
十
(
平
壕
)
、
山
崎
忠
孝
(
桃
浜
前
〉

一
一
入
室
事
的
中
さ
れ
た
喜
一
一
一
人
も

ζ
の
量
基
本
語
白
人
語
、
広

出

た

。

報

紙

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

国

勢

翁

査

を

こ
の
的
中
者
一
一
一
人
む
ほ
か
、
こ
れ
に
基
礎
と
し
た
推
計
人
口
か
ら
、
外
国
人

近
い
十
人
巴
方
々
に
は
、
四
月
二
十
四

日
に
市
役
所
に
招
吉
、
雨
明
間
ホ
ー
ん
で

記
念
品
を
贈
っ
た
。
入
賞
さ
れ
た
方
々

会
-
官
*
*
*

保
験
料
第
一

期
分
の
納
入

由

内

品

尚

宏

目

的

覧

会

国
民
ぜ
金
諸
問
段
別
第
一
期
(
四
月
j

五
月
)
の
納
付
期
展
は
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
と
、
事
故
な

と
L
あ
っ
た
場
合
、
障
害
年
金
や
母
子

市

民

椅

談

窓

お

一

一

一

一

内

線

二

九

一

品

。
人
語
法
樺
棺
時
間
「
5
局
四
百
(
火
〉
、

6
月
1
8
〈
火
)

〈
〉
{
打
撃
白
骨
粗
綴
包
時
5
日
時

。
一
般
法
捧
相
談

6
月
3
日
(
志
、

6
月
8
白

g

予
約
制
制
ハ
簿
話
で
も
可
)
、
お
時
i
m時

。
宅
地
建
物
相
緩

5
月
泌
日

(
5
u時
i
m時

苧
豹
制
問
〈
鷺
話
で
も
可
)

。
建
一
語
、
棋
語
、
測
鐙
相
録

6
月
日
百
ハ
金

)
.
m時
1
日叩時

。
住
宅
楢
談

5
月
四
日
〈
火
〉
日
時
1
日
時

。
下
一
類
数
出
引
必
闘
晶
っ
せ
九
相
談

5
月
初
百
(
木
〉
白
勝
ぬ
分

ー
お
時

。
定
例
年
金
樹
談

6
戸一

ω臼
(
木
〉
M
W時
1
日
時

。
一
輯
市
民
椙
談
毎
臼
〈
た
だ
し
、
土
曜
百
は
ロ
時
表
明
、
。
臼

問
答
B
は
陸
〈
〉

〈
〉
消
費
生
活
抽
開
設
桂
遊
金
瞳
臼
、
閉
山
時
i
お
蒔

。
鼎
月
間
明
曙
車
特
許
槍
綴

5
月
7
日
〈
月
)
叩
時
itM時

ご利用を
青
少
年
畑
相
談
塗
(
市
民
セ
ン
タ
ー
内
)

M
掛

i
七一三一

月
く
ム
盟
議

8
9時
i
m時
土
盟
自
は
立
時
ま
で

議

社

会

銭

的

叫

1
一
一
一
号
一
一
一
一

。
心
配
ご
と
品
開
設
症
週
月
曜
臼
〈
第
五
を
鵠
〈
)
臼
時
i
話
時

〈
〉
冊
子
栂
談
毎
週
月
f
金
曜
百
9
時
i
お
時
ぬ
分

。
家
蕊
兇
重
荷
相
談
窓
開
明
月
5
金
盟
百
9
時
i
諸
説
町

。
高
齢
者
磯
輯
相
談
毎
選
月
I
金
同
盟
問
9
時
間
剖
分
1
日開時

土
曜
百
は
ロ
時
ま
で

巣
市
会
問
問
穏
談

5
月
初
日
(
金
)

日
時
i
叩同時

平
場
駅
北
泊
交
霊
前
パ
ス
由
中
古
相
談
を
受
け
る
。



マ
ー
市
民
主
市
政
由
パ
イ
プ
役
と
し
て
二
年
間
活
躍
し
て
お
ら
れ
た
市
政
一
モ
ニ
タ
ー
白
任
期
が
、
一
一
一
月
一
ニ
十
一
日
ム

マ
支
終
わ
D
、
ζ
の
ほ
ど
第
四
次
市
政
モ
ニ
占
ー
が
決
ま
っ
た
。
選
出
吉
れ
た
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
公
募
苫
ぶ
れ
た
ム

マ
芳
、
書
事
長
が
同
推
薦
さ
是
室
長
十
人
で
、

ζ

の
っ
ち
辛
数
の
在
毒
さ
れ
て
い
る
。
ム

./'..、

市政モニター く敵討崎〉

今井房子諏訪町13-49 31-0217 
府代控援護士見IlIT8 ~~-24 31-6134 
早川!幸一豊原釘 2-19 31-1679 
松田信行中累2-14 31-4132 
柏木時直営自前12-8 22-1253 
古谷葉代子立野隠Jl8-21 32~--4582 

内藤栄子見日開T1- 3 32-1012 
2致井市畠蔵 八千代防 4-10 22一一6379
水越孝司八千代町12-29 22-1161 
志水ヤス子 タ理事ケ丘6-33 22-2523 
府!!I大作一千 千石狩j岸10-4 21-]470 
府!II政治不U掛町24-]7 22叶 0271
山本選子代官図IT16-33 2]-1125 
佼嘩秀治黒部丘5-2 32-5680 
m;tf;::f:丸子桃軒町19-26 31-5459 
加藤害事代蔵花水台21-16 32-4704 
大野重雄花水台3-7 3]-009] 
小磯邦代撫子原2-10 31-1547 
伊藤幸子西八幡 2-14-24 23-1781 
長鳥邦子四之宮535 55-'330] 
在藤邦旋真土150 55-2766 
栂野三郎凶之宮5]9~-4 55-2493 
石川トヨ 真土465 55-4550 
小宮欽一郎中原2-22-15 3]-9112 
関崎孝江南原2-14-37 32-1698 
笠尾菊枝問原2-11-~~31 31-6884 
原田一東中原2-]2-24 32-7082 
渡辺道徳東中原 ]-]4-29 32-7045 
高裂タマ子委豊田打間木602 55-4771 
青榔梅雄畳間平等寺439 32--2408 
古尾奇利助田村5810 55-0976 
角野彰轟田村6771-1 55一日340
4吃宝アサ子 横内922 55-32田
丸山徳治描内2170-6 55-1934 
情田弥謂雄大島378 55-0392 
松井三揮江拭萌1275 54-3838 
山口一成同時2688 58--0653 
菅閣さと子岡崎5450 58~-1665 

井樺紹篇入野13 32-8584 
山岸撤子寺田縄270 58-1673 
岡本満貴子真田536 58-]541 
柏木英治片岡378 58-1177 
栗田蝉子北金131340 58一一自200
格帯一興南金目892 58一也063
比金野茂高摂75-1 32一一0860
岩崎ノブ子山下415-2 32-3971 
加!l1滋子徳延203-3 34-3423 
佐々木純子纏676-1 31-7619 
安感院費 とE吉沢15] 58-1858 
お黒英子土圏4895 58-3677 

o 
/， 

タ七沢
今
年
で
一
一
一
十
二
回
弓
と
な
あ
平
塩
七
一
ブ
ッ
ク
ス
、
マ
キ
シ
ー
は
除
く
)

昨
タ
ま
つ
り
は
、
七
月
七
日
き
か
ら
マ
応
専
資
格
①
一
県
内
に
在
住
、
事

年
十
一
日
(
日
〉
ま
で
の
五
日
間
関
か
れ
す
る
未
婚
の
女
性
。
②
年
齢
は
十
八
諸

問
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
る
一
一
十
五
紐
ま
で
の
方
(
七
月
七
日

~
J

ま
た
、
七
夕
ま
つ
り
に
華
を
一
時
え
る
現
在
)
、
た
だ
し
高
校
生
ぼ
除
く
。

日
引
「
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
六
月
マ
賞
品
ミ
ス
む
タ
に
賞
金
十
育
問
と

朝
二
十
日
(
臼
〉
に
市
民
セ
ン
タ
ー
言
行
副
賞
と
し
て
ハ
ワ
イ
旅
行
賞
、
七
夕
の

駒
山
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
星
に
は
賞
金
豆
万
円
。

明

ζ
の
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ン
ト
の
募
集
マ
締
め
切
り
六
月
十
日
〈
京
)

思
要
最
安
紹
介
す
る
。
選
考
の
結
果
、
選
マ
申
し
込
み
住
所
、
民
名
、
比
中
ヰ
月

同
荒
た
ミ
ス
喜
一
一
一
名
、
七
夕
白
書
白
、
職
業
(
勤
喜
多
、
電
話
番
号

ス
名
に
は
、
賞
状
、
費
金
白
ほ
か
、
副
副
賞
(
勤
務
先
も
)
、
身
妄
、
体
重
、
パ
ス

子
レ
ヒ
て
ミ
ス
苧

Z
K閉
山
旅
行
も
用
意
ト
、
ウ
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
一
サ
ヂ
イ
ズ
ぞ

:
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
む
応
募
宍
記
入
し
、
写
真
同
封
宕
フ

17y

汐
マ
コ
ン
テ
ス
ト
六
月
二
十
日
〔
日
)
ト
サ
i
ピ
ス
サ
イ
ズ
、
上
半
身
)
の
う

先

午

前

十

時

か

ら

え

、

郵

送

で

申

し

込

み

を

。

ミ
マ
宗
国
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
I
ル
品
て
先
平
山
平
索
前
境
問
防
9

マ
服
装
洋
服
仁
限
る
ハ
た
だ
し
、
ス

1

七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

く〉とき若月10務(木)~15尽〔火〉

(>ところ ひらつか市民プラザ

・内容素討から手陣りで製作した作品。

関 自分で作った貴器、 !Jアオーム作品、主主君吉田

中で工夫した倉毘畏工夫作品。ただし、作品は、運

搬鰻示等に望書し〈不便でないもの。 c害、
写真、彫刻などの部F守は除<)

-応事ヨヲ法、問い合わせ

はがきに住所、民名、年齢、職業、穏話、作品の

大きさおよび麓童置を記入し、 5月31臼までに r干
254平壇市浅間前9-1地域づく!J諜市民文化棉jへ

75歳以上の方に、あんまーマッサージ・指圧

はワ、きゅう施術費の助成を行っている。

く〉受書撃事事 号君臨畔5月31日以前に生まれた刻こ 6枚

受付する。以龍生まれた方で、 75裁になられた方は、

2か月に 1枚由都合で交付する。ただし、 1枚に 600

F弓の自己負担がかかる。

(>交付 受腰掛立、印鑑と老人夜間受給者震を持欝白

fうえ、書室祉課老人福祉{係へ申し込みを。



薬剤散布 g
f旭地区】の一部
5月14日-15日 間内自治会
5月17日-18日 公所宮治会
5 J'l19日-20日 徳盟主自治会
5月218-22日・ 24日纏自治会
5月29臼 万国貝塩自治会、横慣ゴム徳延

社宅自治会

E宮沢地区3
5月初日 中吉沢自治会、下吉沢自治会

5月27日 土吉沢自治会

E土屋地区1
5月28日 大寺分自治会

5月31日 大庶子分自治会
6月 1日 惣積分自治会、上惣領自治会
L替地区1
6月 2臼 代箇怨JE'l柏会、南口町内自治会

6月 3日-4日 夕鶴ケ丘自治会
6月 5日 幸町自治会
6Jl7白 木L場地底横路丁自治会
6月 8日 須賀北陸丁自治会
6月10日 高揖台患治会
6月11日 千石向岸自治会
f組覇地区]
6月12日 天沼自治虫
6月14日 樋木町中堂自治会
6月15臼 八千代町自治会、須翼新問自治

会

6 Jl16日 老松市T自治会、馬入本町自治会

く〉と き 6月13日〈日) 9時鉛分-15時初分
。ところ湖南海岸公歯

雨天の溺告は見附晶体育館

。楽しい催し物

鼓箆酷演費、パトジトヲ.!J>'グ、子供太鼓、みζ し、

箆踊総;laどj)、珍ゲ}ム、模探窓(醗地直送野主主、

おでん、焼鳥、ラムネなど〉

O望書も記録iこ挑戦しよう
①ポールスピード潟民主金

あなたの投げるポ~ル白スピード唱さ公認スピ」ドガ

ジで普暫定。事相された方金員に投球連演を認定証に

記入してブレぜ>'1-0

ノレ

〈吾少年少女マラソン大金 10時スタート
対象lJ:/J、学6年生男女で、書加者会員に記録認定薮
者、また上位6位までにメダル、賞状控室呈し上げます。
③坐埠少女駅伝大金

少年少女マラy>，大会に書加した者で小単校単位にチ

ーム編成する。男女とも 1チ}ム5入、優勝'3'--ムに
メダルを差し上げます。当日受け付け。

。ご家族、ご近所みんなで参加しよう
①体力測定、櫨羅栂談コーナー

②ゲートポール大企

1'3'--ム8名仁監督1、選手5、補欠 2)だれでも昏
加で苦ます。む近所でチームをつくって委参加を。

0申し込み
少考毛主〉女マラy>，大晶、ゲートポ}ノレ大企は申し込み

が必繋です。 5月31臼までに、市民健嬢まつIJ興行委委
輯金〈犠穏31一部60)へ。
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幸IJ汚料金も億四FIず

。1か月 i重重吉利用 2，変幻門

グ 通学利用 2，(間門

塁手j税制度

. 3か月 5%引き

・8かjj 10%引き

問い合わせ

憲史西口;01)11:管理事務所21--64街

雪量でも自由に利用できる。種目は軟式テニ

ス、パレ一、パドミントY、卓球、パスケッ

ト。パ付ミントY、卓球、軟式テニス白ラケ

ット、シャトノレ、ボ}ルは各自持容とする。

5 fl24怒〈汚〉 午後1fi寺~8 待
5月?ヰ努 〔月〉 グ

告湾総括(月〕 グ

民軟式テニス13時-.16時まで。
パレー16時-20時まで。
なおL運動〈ヤコ C上ば苦〉と謹動自で書
る臨接で議参加するζ とe

主盟主語 体帯霊祭 銭高富31 岳申告3



一一〈購入雑誌一覧-~

アサヒカメラ 寵庭厨報

アサヒグラフ カメラ銭臼

朝日ジャーナノレ 神摂111の統計
アト!)エ キホマ旬報

趨喜碁事 i近E代
十ヤい、ちむ睦ヌ本広 華事夢し由設言計

一位の睦 暮しの手帳

海 群像

常盤と純理 < lH長
エコノミスト 芸術新潮 ， 

SFマガジン 蛍雪時代 i 
E罰芸ガイド 鶴本とおはなし t
大相験 月初lJel家用車

続子言語寵 月初j社会教育

オ」ノレ生活 丹羽h間費者
オール読物 月刊天文ガイド

音講の1A 現代

会社田幸報 王毘代溝手申占 プラ
掛学務臼 航空ブプ Y

小型臨画 装苑
会 5 月208~5 月25 日

子供白軒学 太湯
疋しい費問相、方仁平埋藁斉咲閉会〉

会 5 月27日 ~6 月 1 日
自熱 旅

CQハムラジオ 中央公論
移動態異展仁県建具綜合平塚支部〉

会 6 月 3a~6 月 8 日
思想由軒学 つり人

視聴覚教宵 ミゼス
親光風景カラー""翼コンク->し!まか

官 6 月10日 ~6 月15 日
住宅額報 ニュートY 市民な九でも苧づく自展アイデア草壁
'E捕と生活 びあ

主婦の友 BiG Tornorrow 

d観現代 新電気

小説軒、期 新日本文学

園活押 スク立~ン

ジュ!)スト 世界

新期 全国大型時刻賓

ζ のほか、週刊誌などもそろえであ

る。最新号以外は貸し出しをするので

る有周私

カ狭E覇会
・6月138(臼)10時、 14時 3階ホ』ノレ
「男はつらいよ e寅次部わが道を行<Jカ
ラーヲイ?と 103分、原押・脚本・監督山田
洋次、出簡窪莞帯、木ノ実ナナほか

すこども映頭会

・6月 6日(日)10時、 14時 3摺ホ」ノレ
fチョコレート戦争J児童閉!甑厨カラ-

41分、大石真康押白映画化旬菓子尽に鮪って
あるチョコレート由棋をめぐD、

人と、 TI共たちの閤で韓白広げE
たのしく描いている。

公?苦う映写機議習会

1人でも吾〈の方に16ミリ股写機の醸作技術
を懐揮していただき、おおいに16"'1J眠在留を利
用していただこうと講習会を開く。悼了者に

は諮定曹を交付する。

ー日時 6 月188~19日 9時~16時30分
・費用テキスト代 500F弓
・対象一般 30人
・持事ずるもの E霊堂、ハサミ、筆記用具
・申し込み 6月10日から図醤館視聴覚ライ
ブ:7])で受u付ける。 c電話でも可〉
会開躍時罪悪

幸せ呼ぶ心のコンサート
愛に生吉る全富のエレクトーン葬者大島彰

く〉とき 5丹29B(こと〉 午前の部10時~
午挫の部2時~

く〉ところ 平塚市商工会議所ホーJ~

-盟意霊童手 500円・問い合わせ 福祉課

-貸出主主、番考霊室、学習室 9 時~16時50分

・ζ ども蜜火~土踏日 13時 ~161時50分
日曜尽 9 時~16時50分

t母体倉官日 毎週月曜日、月末

合鎚筆書晴 子254浅間町12-4J~霊童話 31--0415

1:，体力づく世教室

よ幻畏しく魅力的に、そしてさらに若さを

保つため、シェイプアップ臨援を。

期日 5 月21 日 ~7R9 日毎滋金曜日

・時間 19時~2間帯

-指嘩東海大助教授堀江繁民

・対最青年 20.人
運動のできる服装で、タオJレ舟運動調tを持
害する。

す量豊河鉄道999を晃ょう
果てしない宇宙へ由ロマンと揮を白せて走

る銀河鉄工草 9990映爾と楽しいゲ」ムのつど
い。映画は、心やさしい花の潟、ミ』クジ命

白銀の2本。
・期日 5月初尽く尽)13時~15時

・対象殺と子 100入亡先着11匿〉
'入主島相無郡

古楽しめる野外活動講座

もうすぐ麦、もう計留はできていますiJ'ー
キャジブの技椛やゲームの進め方など、キ

ャンプに必要な知識と技術を習得する。

・期臼 6Jヨ13日〈日) lC時~16時

5 月19B~20臼〈県立期間晋少年の

家に宿泊〉

*催し物由申し込みは、電話合'>贈官者

会抹輯沼毎週月瞳日

会膏談、年金輯千 2日浅鶴町12-411署緩3ト7029

日

ふじみ野団地集会所! 5月15B、6月5日
海宝寺 5月18目、 6月 1日
民豊田公iXJ!宮 ;5月18呂、 6月 1日
鼠取材ちびっ子広場 i 5月19日、 6月 2日
措島位民館 I 5月20白、 6月 38
民間崎公民館 5月初日、 6月 3日
出金田公民館 5月21日、 6月 4f3 
ゴヒ毘小学校 : 5月25臼、 6月 8臼
誠E宮沢公民館 I 5月25日、 6fl8目
見松延小学校 ! 5月お目、 6月9日
金目小学校 I 5月27日、 6RI0自
民みずほ小学校 I 5 fl27日、 6J'jJO日
出万回民車市営住宅 I 5月28呂、

-察署設時閣は13時3(分から14時30分まで。た
どし、ふむみ野王宮地集会所は14時から15時ま
で。民郎は15時から16時まで。
-雨天白ときは中止となる。

会ビデオ休憩コーナー

今月から、 2隠のピデオ休憩コーナーを湾

関した。館で撮影 E 編集したいろいろなビデ

オ世上器たしている。ぜひむ利用金。

会ブラネ171)ウムの投書事

プラ点タ旦クム白部品公荷は、当分の橋、

休みとなる。一命笠公蹴は、白白とおり。

5月 16呂、 22日、 29臼、 30EI

. 6月 5岳、 6日、 20臼、 26日

会議員選品コーナー

昭和151年に寄贈されたこ見和節民のf民品む
うち、未公務のもの7点 UレーフィYグ油彩

間〉を麗示している。

・期間 6RI0臼まで

ァーー休館のお知らせ…-

j一一6…月19日まで休館する。この期閣は、博

物館への立ち入白はできない。。注意

を.

古体重宮沼 揮週月繭段、汚宋

会樽物鰭 干254浅間努112-41君費量語33-511l



密会湯時鍵センター

覇軍受付時間 午控1時-2時
軍事母子寵際寺弘樹開 閉j冊、筆記用

具を持番 (3か月児は本冊目み〉

[3か月児1
6月2日 57年 2月 18-108主主
6月 9臼 57年 2Jlll臼-20白星
6月23日 57年 2Jl21臼-28日生
口調児1
6Jl3日 54年 4月 1臼-10臼生
6月17日 54年 4月11日-20日生
6 Jl24日 54年4月218-308主主

ちゃん
会平塩市松鼠IIU7-1 新和工業
にお勤めの百三百j弘幸さん (36輯〉
と三枝さん (26韓〉の次男。現在
日か月で身長74回、品重9.5培、56
年6月13日生まh.
何でもよく貴べるが、トマトだ

けは大嫌い、臼に入れてもすぐ出

してしまう。 i珪ぴ栢手は、お兄ち
ゃんのあっちゃんで、いつも幼稚

閣へ迎えに行〈ほど仲良し。 1主宰
好きなものはおふろで、お父さん

と入るのを楽しみにしている。

重富諜 1翼語 3図受ける
争対草炭 2競丈24か月〉から4歳 (48
か月〉までの幼氾。なお、

は 2密3屈とも 3週間から

軍調講2期 1沼受ける
・対象欝1期白3@]聞が終わって
から 1年以上l年 6か月以内の期間
に受ける。なお、第1期を早めに受

けて、第2期もなるべ<4裁までに
終了するようにしていただきたい。

[5月I

198 福祉会館、健保全館
九日公民館

20臼 大野公民館、構内臼地集会場
出畳間公民館

2!E3 罷健センタ」
京中央農協土沢支所

6月中に8か月から満1畿になる
お子さんを対象に関〈固

豊富会場平器保健所講堂

軍軍日時 6月11日午控1時30分から
鐙母子鍵廉手曜と筆記用具そ持番

民重量田公民館

10日旭公民館
問中央農協土沢支所

22日保健センタ}
[2呂田1 (6斥〉
2日 金自公E盟官、健保全館
民間需公民館

3日 神田公民鰐国域害公民館

重富対象・初回 接韓当日に縞3歳を
経過して6諸に達するまでの幼児 t
1;畳間の間続で 2@}更ける〉
守追加昨年初間接種を完了した幼

沼(11吉J)
[1閉包]く5月〉
26日 金巴公民館、[器保全館
国岡崎公民館

27日 神田公民館、同棋島公民館
民金国公民館

288 中京公民館、福祉会館

(6丹〕
9日 大野公民館、横内団地襲会湯
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生活関連物資価格調査
間費生活モニター30人による 4月旺平均価格でナ

昂 臣|規 格|小売商::::zーパー

845円
940R 
892F可
275月
3!OPJ 

182円

259fIl 

169円

167円

211H 

860円
9041'] 
879月
291子守
284fIl 

197円

267f弓

159円

163f弓

219同

4，930F'l 

1.624内

ク宵1)

上白 1kg 

700!1 

薄力相 1kg 

1 ~パック

65m 4宮入

肩 JOOJl

MJα掴入

lOml 

18 ~配達

砂糖

サラダ間

小麦粉

しょうす凶

トイレット
ベーノ《ー

Eま肉

鶏卵

プロパ Y

丈了 d鈎

幼!尼のむし歯をなくそう

く〉とき 6Jl5倍、 613
ヰ撞2時-4時まで

く〉ところ 繕震デパート本館6s苦
。内容的児を対象にしたむし鵠予訪無斡相

談、歯みがき掴帯

伎居表示区域lこ新築改築される方

。申議曹は市民課住民援録係に用意してあり

ます。

0申請書〈住居番号吋番申請書〉を市民現官

仁Jに提出して〈ださい。

。住趨番号は主所Jと名由つくすべてのも

のに使用される大切なものです。

平老衰情'平理歯鞘儀邸金

市暖簾軍事健康づ<!>時

電話 23-1111肉離259
国詳しいことは、市民課 C電話23-1111
内錦230)へお問い告オっせを。
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育
、

賞
事
、
発
背
な
ど
で
お
欄
み
の
方
、

お
何
回
考
L
e相
識
を
。

マ
椙
翫
百
毎
週
火
φ

金
曜
日
、
午

前
ぬ
時
i
午
控
5
時

マ
ム
出
場
平
器
用
問
育
関
(
宮
の
前
A
q

!
お
矯
語
幻
1
0一一一一七)

な
お
、
思
接
相
談
ば
、
電
認
で
予

約
者
。
ま
た
、
犠
話
で
由
相
識
も
受

け
付
け
て
い
る
。

マ
ム
出
場
京
揖
女
子
大
学
〈
諏
壷
市

岩
湘
一
一
出
ニ
O
〉

マ
受
付
期
間

6
月
H
自
1
持
活

守
申
し
込
み
ム
問
い
合
わ
ぜ
県
。

岡
田
住
議
日
均
整
再
開
(
電
話
δ
四
五
ニ

O
一
i
一
一
一
一
内
観
一
三
一
一
一
七
〉

な
お
、
保
母
試
塗
藷
凄
鯛
@
綴

警
は
、
荷
役
所
児
童
諜
に
も
若
手
お

い
で
あ
る
。

三
公
開
問
鎗
脇
輯
護
人
募
集
一

致
背
番
一
員
品
で
は
、
公
民
館
の
管

理
人
世
募
議
レ
て
い
る
。

マ
勤
務
先
市
立
大
野
公
民
館

マ
費
格
①
前
内
在
住
心
身
持
に

健
援
な
掃
人
で
、
配
偶
者
と
住
み
込

み
埼
龍
な
方
。
②
潟
M

出
議
ま
で
む
属

人。マ
業
務
内
容
館
内
の
揮
掃
、
職
員

木
容
時
め
留
守
馬
番
帯
。

マ
手
当
足
績
二
万
二
千
円

マ
応
募
方
法

5
舟
泌
臼
ま

t
L、

市
販
の
履
践
審
を
社
ム
同
教
育
課
公
開
問

鍔
係
省
語
お
i
一
一
一
一
内
線
五

一
一
五
)
へ
提
出
す
る
。

子
分
出
出
管
護
人
募
議

消
防
本
部
で
は
、
分
母
勺
庁
舎
の
留

守
層
蓄
を
募
集
し
て
い
る
。

a

構
所
第
五
分
節
庁
舎
〈
平
境
市

八
千
代
町
四
l
お〉

詳
し
く
は
、
梢
読
本
部
庶
務
課

(
寵
語
民
三
一
一
四
O
内
観
お
〉

へ。一
関
与
目
黒
コ
ン
ク

j
ん
…

間
団
法
人
都
市
計
磁
協
会
で
は
、

街
路
〈
ま
ち
由
み
ち
)
在
一
ア
l
マ
に

し
た
写
真
を
桑
聾
し
て
い
る
。

マ
作
品
白
黒
は
六

y
切
か
ら

g
y

切
ま
で
、
カ
コ
ノ
プ
リ
JYト
は
キ
ャ

ビ
ネ
判
か
ら
四

y切
ま
で
、
ス
ラ
イ

i!;;i!fi!?;ii!??iiii!iiii 
に問喜善33;H51雪325望書守護22費

i si;iii;!i!ieiiiii ieiiiii 
間樹幹 専門翠議襲撃 にみ収集が 努員長

持53塁盤騒畿 なかったら暴言持一一 回一

昨i三議離 を読んで 七2
2守主毒 /時離矧宮駅

安委主詩的認長許E
E君主智正高需て竺死三主
52認可35警語
表 i~r~ 程〈 FZZ 署
特223言語望号23警善
治i122i襲警室長
特;iH1i!?i
〈モ3セミ雪合5〈書受話
号523i22E章受EHごみは l人 1人の心構えが大切です

ド
は
お
「
と
す
る
。
(
五
枚
以
内
の

緩
み
写
真
も
可
〉

マ
締
め
切
り

6
月
ぬ
司

マ
申
し
込
み
@
問
い
合
わ
せ
一

Tm

東
京
都
平
代
田
町
仙
平
向
町
2

出
!

日
開
国
凶
法
入
都
市
計
画
協
会
「
信

路
」
呼
真
コ

y
ク
ー
ル
係
(
電
話
山
山

1
一一六二
i

一
ニ
四
九
一
)

棚
欄
務
公
開
問
セ
ミ
ナ
!
一

東
髄
大
学
期
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
い
ま
、
公
開
k
ミ
ナ
ー
を
開
い

て
い
る
。
(
入
場
摂
料
〉

V
5均
四
日
〈
水
〉
「
岡
本
の
未

来
e

そ
の
中
に
お
け
る
健
民
問
題
」

前
医
罰
金
会
長
武
見
太
郎
氏

マ
6
庖
2
5
(
水
)
「
和
学
と
人

聞
社
会
」
一
一
一
議
日
前
究
引
所
副
社
長

牧
野
昇
氏

V
6月
初
日
(
木
)
「
ふ
れ
あ

い
」
ね
む
の
木
学
関
関
長
宮
城

ま
れ
ぞ
子
氏

打

v
時
間
午
撞
4
時
A
W
分
1
6時
お

分マ
会
場
資
極
大
学
期
間
南
校
合

マ
問
問
い
合
わ
せ
東
臨
大
学
期
南
公

開
セ
ミ
ナ
ー
呑
員
会
(
電
話
回
一

}
一
一
一
内
綿
一
一
二
九
六
)

時
間
叫
分
ま
で
。

揖
山
ダ
ム
で
は
、

ζ
れ
か
る
梅
雨

や
台
風
な
ど
に
よ
る
出
水
期
を
通
rえ

る
に
あ
た
台
、
ダ
ム
放
流
醤
報
開
訓
練

主
行
う
。
こ
の
割
削
牒
は
、
サ
イ
レ
ン
白
吹
き

鳴
わ
レ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
、
電
光

表
示
赤
色
回
転
灯
の
点
灯
、
欝
報

車
巡
回
放
議
L
ょ
っ

τ行わ
れ
る
ロ

当
日
は
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
存

わ
な
い
白
で
、
お
開
制
連
い
の
な
い
よ

う
に
。
マ
実
施
日

5
h幻
自
〈
金
)
小
雨

決
行
、

県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

ζによるのら犬、むらねζの増加と、犬ね己

による危曹を防ぐため、今回も次白日程でい

らなくなっ犬二犬、ねζの巡回収容を行う。

当日、犬を出古れる方は「印かんJ r犬の
銭札J r注射梼禦愛犬手植Jを持参参のう
え会場へお出かけをp なお、収容車吃停留時

間は10分間。また、むこは麻袋かダンボール
暗に入れていただきたい。

5河5 臼 〔こと) 6丹12箆 (ニ主〕
9 :∞神田公民館 9 ゐ 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 9 : 20 須賀公民館
9 50 畳間公民館 9 40 花京公民揺
10: 10 誠島公民館 10: 00 富士見公民館
10: 30 金田公民館 10: 30 中原公民館
10: 50 岡崎公民館 10: 55 m 公民館
11:10 金自公民館 11: 15 百沢公民館

一>34く一一
「
思
い
求
心
て
み
る
と
、
入
額

当
初
、
祖
母
が
病
気
を
じ
て
看
護

え
し
て
い
た
の
予
が
家
に
帰
っ
て

文

句

き

τも
輔
の
の
家
に
行
か
せ
て
い

占
必
た
。
そ
ん
な
ζ
と
も
影
響
レ
て
い

う
る
の
か
、
初
め
て
の
集
団
生
活
で

持
ぬ
不
安
一
が
あ
っ
た
り
に
、
家
に
帰
っ

芯
本
て
も
私
自
も
と
に
来
れ
な
か
っ
た

i

ん
で
す
か
ら
。
モ
の
園
田
部
鰻

し
か
っ
た
し
、
家
で
も
寂
し
い
怠

幼
稚
鍾
の
Y
色
ゃ
ん
は
、
入
閣
闘
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
心
が
体
ま

捜
お
弁
当
が
食
べ
b
れ
な
〈
て
、
る
薪
が
な
か
っ
た
の
だ
と
思
与
。

も
ど
し
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
れ
が
一
時
、
私
に
く
っ
つ
い
て
、
乙
の

食
べ
ら
れ
る
よ
T

つ
に
な
っ
た
ら
、
ま
ま
ぺ
っ
た
り
に
な
っ
て
し
ま
:
つ

毎
朝
泣
〈
よ
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
白
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た

た
と
お
母
え
が
相
談
に
東
主
が
、
お
言
っ
た
よ
、
一
三

去

十

ど

た

。

「

や

天

や

祖

母

に

、

私

が

神

経

臨
む
一
先
牛
ぽ
何
で
も
な
い
で
す
簡
で
ー
山
一
配
じ
過
ぎ
る
か
ら
い
け
な

よ
主
百
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
一
克
い
ん
だ
と
責
め
ら
れ
、
一
時
、
ノ

気
で
一
ガ
キ
大
将
的
な
存
町
一
二
;
一
一
号
事
イ
ロ
1
ぜ
の
よ
て
つ
に
な

在
だ
っ
た
む
に
、
人
が
宇

ιJ
一
官
宅
滞
っ
て
、
自
分
自
身
か
ら

変
わ
っ
た
み
た
い
だ
と
静
岡

f十
移
出
し
た
い
気
持
ち

心
記
さ
れ
て
ま
し
た
固
一
一
割
問

μ
一
渇
だ
っ
た
が
、

ζ

毛
布

そ
己
で
、

Y
ち
ゃ
ん
一
一
一
「
夜
訪
問
吋
静
に
考
え
る
ζ
と
が
で

白
遊
戯
最
長
付
し
察
、
イ
乃
は
き
、
自
室
長
い
ぷ

て
一
緒
に
考
え
で
い
く
亨
j
t
ζ
4
3
お
っ
と
D
構
五
一
ら
れ
る

ζ
と
に
し
ま
十
ど
に
。
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
、
ま
だ
乙

お
母
さ
ん
は
、
流
産
手
掛
り
返
れ
か
ら
で
す
ね
」

し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
で
き
た
お
い
争
ん
な
状
況
白
中
立
行
わ
れ

兄
ち
ゃ
ん
も
身
障
が
描
く
、
そ
っ
る
子
育
て
、
お
母
さ
ん
自
身
が
述

ち
に
手
か
掛
か
っ
て
し
ま
い
、

Y

っ
て
い
る
時
に
、
モ
ん
な
お
母
古

ち
ゃ
ん
を
放
っ
て
お
く
状
態
だ
っ
ん
ぞ
品
凹
ま
し
て
い
け
る
家
族
の
協

た
が
、
か
え
っ
て
白
び
の
び
介
首
力
が
争
。
と
、
隠
分
遣
う
の
で
は

っ
て
警
っ
主
主
で
す
。
な
い
で
し
ょ
う
か
ロ

6月13
午韓2時間調

ンターホー/レ

き

ところ

と

。巡回日程 5月15日(土)10時-13時紅谷町
南平前〈平塩ライオンズクラブコ /17日仁丹)10 
時-12時横鰐ゴムハマタイト工場， 13時-15時
横揖エイロタイツプ/5月22日 C土)10時-121時
市役所・ 13時-15時市民セYタ}前、f崇醤地底
) /5月初日亡金)10時~15時平塩釈北口/5

月29日〈土)10時-15時 高村毘地勝原小学校バ
ス停前 C旭地区)/5月316(月) 10時~15時
東瀧大学/6月5日亡土)1伐時-15時 大野公民
館 E大野地18:)/6月126C土)10時-15時富
士見公民館亡第士見地底〉 なでしこ会館〈なで

しζ地区〉

~日 vご協力品自がとうございました~~~

共持病院60人、横摂トヨベット17人、ノミイロッ
ト万年筆 111人、経済農業協組連32，入、関島工業
18人、東京電力73人、金田秘区自治金47人、東海
大学 546人、平揮しらさぎライオYエマクラブ 212
人、平塩なでしζ ライオンズクラブ 148入、全農
技術セYター37入、駅前街頭122人

震・重量のテーマ、プラスプンずンプノレ地

， !宣の日の理γ品

封入場希望者は、往復はが吉に住所、民名、

年齢、職業者記入し、 5月来までに平塚市

民セY占-c午254平揮市平塚新簿930'番地〉
に申込みを。

互主 鶴市民センター護軍霊童 32-2235

演奏王子塚吹奏楽愛好会

語調
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